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企業から学ぶSDGｓ（会宝産業～宮川裕基さん～）

これまで、「総合的な学習の時間」に持続可能な開発のためのグローバルかつ多角的な視点を持ち、

進んで実社会に参画しようとする態度を育むことを目的に、SDGｓをテーマにした探究活動に取り

組んできました。そうした学びが将来の自分、日本、世界にどのようにつながっていくのかを知るた

めに、２つの企業から講師を招聘し、「働くということ」「働きがいとは何か」も含めて講演してい

ただきました。

会宝産業（かいほうさんぎょう）は、使用済自動車の引取・解体・破砕前処理などの自動車リサイ

クルと、中古車・中古自動車部品の輸出販売を事業としている会社で、本社は石川県金沢市にありま

す。

１組 山口福生

これからは、ものづくりの先にあるものを考えようと思いました。ものを

つくる動脈産業の次の段階にある静脈産業に注目したいと思います。循環型

社会を目指すために、リサイクルをするなど、自分で行動していきたいです。

１組 中村千那

これからは、身のまわりで世界とつながっていることを自分で

想像していくことを大切にしていきたいなと思いました。そして、

私たちでもできることをしていきたいなと思いました。

２組 新蔵ことあ

自分達が普段何気なく乗っている車などが世界を汚していると

改めて知ることができたし、これから自分の行動を見直していき

たいと思いました。

２組 西田稟

自動車の部品一つ一つにもいろいろな物が使われていて、それを専門に扱う会社でも細かい所まで

の分別はできないと分かりびっくりしました。使った後のことを知ったり、理解したりすることが

SDGｓ達成の第一歩だと分かりました。

３組 太田菜々子

リサイクルをすることは、すごく大切なことだと分かりました。リサ

イクルをしないと動物たちに悪い影響を与えてしまうと分かりました。

そんなことにならないように、リサイクルをしたいと思いました。

３組 大久保瑠夏

日本の技術を国内だけでなく、世界に広めていっている

のがいいことだなと思いました。

希 望



企業から学ぶSDGｓ（明和工業～金原竜生さん～）

明和工業は金沢市に拠点を置く、研究開発型のニッチトップ中小企業です。有機ごみを農業用やエ

ネルギー用の炭にする「バイオマス炭化装置」や、農業用の集塵装置や排水処理装置等を中心とした

環境プラントの設計・製造を行い、持続可能な世界の実現に貢献しています。講師の金原さんは、特

定非営利活動法人World Theater Project（途上国の子どもたちへの移動映画館プロジェクト）に

も携わっています。

３組 櫻吉凜生

他の人のために自分の時間を使えるのがすごいと思いました。

働きがいがあるというのはその仕事を楽しめたり、その仕事の

意義が感じられるということだという考えに共感しました。ボ

ランティアも人によっては働きがいのある仕事なんだと思いま

した。

３組 新田雪乃

働くことについての、人生のテーマとして、自分がどれだけ成

長しているかを考える、そして、人生のミッションとして世界と

地域のために自分ができることをする、というのがとても勉強に

なりました。

２組 北村孔輝

石川県でもSDGｓの取り組みを行っているところがあって驚きました。自分たち中学生にもネッ

トを通してSDGｓに関われるので、これからは参加してみたいです。

２組 小路雄大

SDGｓを達成するにはまず環境をよりよくするしかないと知りました。自分の就職先を決めると

きは、お金を最優先にするのではなく、楽しいということややりがいを最優先で職場を決めたいと思

いました。

２組 岡田來閃

金原さんの「身近な人を大切に」「地球と地域のために自分がで

きることをする」という言葉に共感しました。「普段の生活への関

心が低い」というのが確かに自分もそうだなと思いました。

１組 竹谷咲姫

SDGｓにおいて、土台となる環境が合って、その上に社会、経

済が成り立っていることを知り、環境を守ることは私たちが生活

している社会や社会を運営する経済につながっていると分かりま

した。そして、明和工業では使わない物を別のものに生かすなど

の工夫をし、循環型のサイクルを行うことで環境を守っていると

聞き、私も「知ること」や「今までとは違うことをすること」を

心がけて少しでもSDGｓに貢献したいと思いました。



＜新聞に掲載されました＞


